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あつまれ！ 
ちびっこ広場２０１８ 

ボランティアセンター情報誌 みんなでまちづくり 

日時： １０月２０日(土)  

場所： ちびっこ広場 

＜イベントスケジュール＞ 

１１:００～１１:３０《ももたろう》 

きれいな色の手作り紙芝居 

 ～オリジナルしおりプレゼント～ 

１２:３０～１３:３０《いとぐるま》 

手遊びうた、人形劇や 

パネルシアターなど 

        

「健康・福祉まつり」 

このページの問い合わせはボランティアセンターへ 

おもちゃクリニック 

ボランティア 
相談・活動紹介 

スルーネットピンポン 
を楽しもう！ 

健康・福祉まつり開催中、ボランティアの相談 

窓口を開設しています。ボランティア活動の紹介や

登録・保険の加入もできます。この機会にぜひボラ

ンティアセンターにいらしてくださいね。 

日時：１０月２０日(土)・２１日(日) 

 １０:００～１6:００ 

   場所：ボランティアセンター窓口 

 ご相談いただいた方に、ボランティアさん 

  手作りのかわいい折り紙の小箱か 

アクリルたわし(＊右上写真） 

をプレゼント！ 

視覚障害者支援ボランティアグループの 

「アイ」が主催する体験イベントです。 

スルーネットピンポンは、障がいの有無や 

年齢に関わらず、誰もが楽しめるバリアフリー 

スポーツです。音の出るボールで卓球をします。 

視覚障害の方、スルーネットピンポンに興味を  

お持ちのすべての方、どうぞご参加ください。 

日時：１０月２１日(日)  １4:００～１6:００ 

場所：保健福祉館内 団体活動室 

    ＊参加は無料です。運動のできる服 

と靴でご参加ください。 

おうちに眠っているこわれて動かなく 

なったおもちゃを診療（修理、点検）します。 

日時：１０月２０日(土)・２１日(日) 

 １０:００～１６:００ 

   場所：保健福祉館内 会議室 4 

 もう遊ばなくなったおもちゃの寄付も募集 

しています。きれいに修理して希望する方に 

差し上げています。入院（お預かり）の 

場合は後日福祉館での 

お渡しとなります。 

 １０月 20日(土)・２１日(日) 

みんなで来てね！ 

子育て支援のボランティアグループが、 

ちびっこ広場で開催するお楽しみイベントです。 

未就園児と保護者の方どなたでも無料でご参加 

いただけます。どうぞ遊びにいらしてください！ 

ボランティア 

あそびに 

来てね！ 
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～保健福祉館にて開催～ 

中央通路に 
ボランティア 
グループ紹介 
を掲示します 



    

これから傾聴の活動をはじめることを

考えている方や初めて傾聴を学ばれる

方を対象に傾聴の基本を学びました。 

傾聴とは、自分の聞きたいことではな

く、相手の話したいこと、伝えたいことを

受容的・共感的な態度で真摯に「聴く」こ

とです。気持ちを聞き受け止めること、気

持ちに寄り添って聴くことなど、ポイントの

指導を受けた後は、２人組となり様々な

事例のロールプレイを体験しました。 

～“はじめての傾聴”ボランティア養成講座を開催しました～ 

相手の気持ちに寄り添って 

編集 

後記 
 

「どうしてボッチャって言う名前？」その質問にはっとしました。大人になると日々の生活に流され、なぜ？どうして？の気持ちが

薄れてしまいがちです。心のアンテナをピンと張って気持ちだけでも若々しくいたいものです。（ボッチャ＝イタリア語でボール） 

夏休みボランティアスクール 

＜ 20１８年 6月２２日 

        受講者 18名 > 

講座終了後、受講者で傾聴ボランティアのグループ「はなみずき」を結成し、施設での活動がスタートしました！ 

聞かない態度 
と聴く態度を 
実際に体験 

2020東京ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ公式競技 

「ボッチャ」を体験しました ＜ 20１８年８月２日  参加者 ２０名 > 

[Boccia] ボッチャとは・・・重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい

者のためにヨーロッパで考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種目です。２０１

６年リオデジャネイロ大会では日本代表が団体戦で初めて銀メダルを獲得しました。

近年では障がいの有無に関わらず高齢者から子供まで“誰にでも簡単にできる楽し

い生涯スポーツ”として注目されています。 

今回は、千葉県障がい者スポーツ協会より講師をお招きし、小学生を対象に体

験スクールを行いました。子どもたちはすぐにルールを覚え、的となる白いボールへ

自分のチームのボールをいかに近づけるかを練習。試合になると床にひっくり返って

悔しがったり、手をたたいて喜んだりと、ボッチャの世界に夢中な様子でした。障がい

者スポーツの楽しさを体験することで、障がい者への理解を深め「共生社会」づくりの

一歩となるよう、今後もこの様な講座を開催していきたいと思います。 

 

 

どっちが近いか？ 

真剣です！ 


